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   Ａ６１Ｋ  31/711    (2006.01)
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【手続補正書】
【提出日】平成21年8月19日(2009.8.19)
【手続補正１】
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【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ＨＩＶ　Ｔａｔポリペプチドを含むポリペプチドをコードするポリヌクレオチド配列を
含む発現カセットであって、該Ｔａｔポリペプチドをコードする該ポリヌクレオチド配列
が、配列番号５２、配列番号５３、配列番号７３、配列番号７４、配列番号７５、配列番
号７７、および配列番号７８からなる群より選択される配列全長に対して少なくとも９０
％の配列同一性を有する配列を含む、発現カセット。
【請求項２】
　請求項１に記載の発現カセットを含む、選択された宿主細胞における使用のための組換
え発現系であって、前記ポリヌクレオチド配列が、該選択された宿主細胞における発現と
適合する制御エレメントに作動可能に連結されている、組換え発現系。
【請求項３】
　請求項２に記載の組換え発現系であって、前記制御エレメントが、転写プロモーター、
転写エンハンサーエレメント、転写終結シグナル、ポリアデニル化配列、翻訳の開始の最
適化のための配列、および翻訳終結配列からなる群より選択される、組換え発現系。
【請求項４】
　請求項２に記載の組換え発現系であって、前記転写プロモーターが、ＣＭＶ、ＣＭＶ＋
イントロンＡ、ＳＶ４０、ＲＳＶ、ＨＩＶ－Ｌｔｒ、ＭＭＬＶ－ｌｔｒ、ならびにメタロ
チオネインからなる群より選択される、組換え発現系。
【請求項５】
　請求項１に記載の発現カセットを含む細胞であって、前記ポリヌクレオチド配列が、前
記選択された細胞における発現に適合する制御エレメントに作動可能に連結されている、
細胞。
【請求項６】
　前記細胞が、哺乳動物細胞である、請求項５に記載の細胞。
【請求項７】
　前記細胞が、ＢＨＫ細胞、ＶＥＲＯ細胞、ＨＴ１０８０細胞、２９３細胞、ＲＤ細胞、
ＣＯＳ－７細胞、およびＣＨＯ細胞からなる群より選択される、請求項６に記載の細胞。
【請求項８】
　前記細胞が、ＣＨＯ細胞である、請求項７に記載の細胞。
【請求項９】
　前記細胞が、昆虫細胞である、請求項５に記載の細胞。
【請求項１０】
　前記細胞が、Ｔｒｉｃｈｏｐｌｕｓｉａ　ｎｉ（Ｔｎ５）昆虫細胞またはＳｆ９昆虫細
胞のいずれかである、請求項９に記載の細胞。
【請求項１１】
　前記細胞が、細菌細胞である、請求項５に記載の細胞。
【請求項１２】
　前記細胞が、酵母細胞である、請求項５に記載の細胞。
【請求項１３】
　前記細胞が、植物細胞である、請求項５に記載の細胞。
【請求項１４】
　前記細胞が、抗原提示細胞である、請求項５に記載の細胞。
【請求項１５】
　請求項１４に記載の細胞であって、前記抗原提示細胞が、リンパ細胞であり、該リンパ
細胞が、マクロファージ、単球、樹状細胞、Ｂ細胞、Ｔ細胞、幹細胞、およびこれらの始
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原細胞からなる群より選択される、細胞。
【請求項１６】
　前記細胞が、初代細胞である、請求項５に記載の細胞。
【請求項１７】
　前記細胞が、不死化細胞である、請求項５に記載の細胞。
【請求項１８】
　前記細胞が、腫瘍由来細胞である、請求項５に記載の細胞。
【請求項１９】
　哺乳動物被験体における使用のためのベクターであって、
　請求項１に記載の発現カセットを含み、そして前記ポリヌクレオチド配列が、該被験体
における発現と適合する制御エレメントに作動可能に連結されている、ベクター。
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